
人間関係づくり編 

ポイント  

子どもたちにとっての学級は、「 で しい 所」であることが も大 です。

のためには、 生 と が一 になって、学校生活をつくりあ ていくことが です。

学級 きや 大 にしたいいくつ の を します。

が をもつことで、子どもたちも を くことができます。学級 きに けて、 間を

けて することを しまない でありたいものです。

① の を に行う 

・自 、 信 明の内容、 ー 

 等、 しく を立てましょう。 

・学 で 一す きものもあります。 報  

 を行い、自分なりに工夫しながら を 

 めましょう。 

② を える 

・一 間を大きく する場 です。どんな 

 一人一人、どんな になって しいか、 

 伝わるように しましょう。 

・ 言実行。この場で言ったことは一 間、 

 ず り通します。 

・学級 きからの一 間で生活の ー を定  

 させます。「いつ、誰が、何を、どのように 

 するのか」を伝え、 させましょう。 

・ ー は一 間 しないことが です。 

≪はじめの一ヶ月で行うべきこと≫ 
学級目標をつくり、学級への いを する。 

番活動を に せる。 

朝・帰りの会で学級生活の をつくる。 

が学級生活の となるようにする。 

係活動を ー させ、子どもの豊かな発 を 

   取り れる。 

いことを しながら学級の を える。 

楽しめる取組を し、みんなで実行する。 

「楽しく、分かる 」を意識して する。 

③ き の一 を にする 

た の に う！ 

 「出会いを大切にしています！」「あなたを 

しっかり見ていますよ！」という です。 

「かくだ？」 

「すみだ？」 

「つのだ？」 

 子どもたちが めるのは「安心・安全」 

です。 人を つけるような言動やいじめ 

などは 対に されないことを伝え、安心 

と を与えるようにしましょう。 

      ここに注意！ 
○子どもは・・・ 

・期 や をもっている 、 

 張と不安も感じている。 

・仲の い子と が れた子  

 どもは、 に不安感が強い。 

・環境が わること自体が、大き 

 な になる子どももいる。 

○教 として・・・ 

・ ー の定 を先 ばししない。 

・ ー を勝手に しない。 

 活の の  

 ・ 、 間など 的生活  

 ・日直の 、朝・帰りの会の 行 

 ・ の動きや 番活動 

 ・ の や分担 

 ・学 や に関すること 

 ・生活 ー の活 の    など 

が学級 に っていこうとする や ちを すことが、「み なでめ す」とい

う ちを ます。 え 学級の を しながら、 で を み ていくこ

とが大 です。

・まずは学級担 の「め す学級 」や「一人一人へ 
 の い」を伝えましょう。 
・その 、子ども一人一人の「学級への い」を確認 
 しましょう。全員分を学級通信に せる、教室に掲 
 示するなどの伝え が考えられます。 

・ 意見を したり、 れたい言 を 出したり 
 しながら、 向 をつくっていきます。安易に  
 で めることは けたいものです。 
・子ども一人一人に「自分がつくった」「自分も  
 した」という思いをもたせましょう。 

・目標を あせたものにしないよう、目標に めた思 
 いや意味を定期的に全員で確認しましょう。 
・行 は目標を生かす の です。目標に向 
 かい心を一つに取り組む意 を実感させましょう。 

① す の を たせる 

② での を に 

③ た を す 
学級目標に対する 人目標の 定 

 学級目標は、意識され り ってこ
そ 果があります。学級目標を実現す
るためには、 人としてどう取り組む
のか、 人目標を立て、 り りの場
を 定することが大切です。 

ポイント  

の は子どもに の の と 通しをもた る な 間、帰りの は の の りを

し、 へとつな る大 な 間です。 を 、学級を活 しましょう。

① 活の を に る する 

・ 、 、 、 く姿 、 し など、生活や 
 学 の ・ を学 ことのできる 間と考え 
 大切にしましょう。 
・め す姿や指導の については学 で確認し、 
 一しましょう。 

② が できるようにする 

③ の えを える 

・信 関係の のため、 や 意に まらず、 
 心にしみるような をしましょう。 
・ 発生 や行 前 だけではなく、 段から学級の成果や に れるようにしましょう。 

・全員が会の 行役を行い、 番や係からの な 
 ど子どもたちの発言で む会にしましょう。 
・子どもたちが互いの さを認め合えるような場  
 をつくり、大切にしましょう。 

     ここに注意！ 
○教 として・・・ 

・担 から で明るく「おはよう」 

 と「さようなら」の を。 

・朝の会では や に れやすい 

 心の状 や体 を見逃さない。 

・帰りの会は、そわそわした 気に 

 ならないよう、 ち いた状況を  

 える。 

・「 かった かった です」のよ 

 うな り りにせず、 体的な を 

 させる。 

・人前に出て をすることが苦手な子 

 どもへの配慮を かさない。 

ポイント  

み なで めた学級
の を に り分

け、 で し い、
を らして を作成

し、 しています。
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人間関係づくり編 

ポイント  

子どもたちにとっての学級は、「 で しい 所」であることが も大 です。

のためには、 生 と が一 になって、学校生活をつくりあ ていくことが です。

学級 きや 大 にしたいいくつ の を します。

が をもつことで、子どもたちも を くことができます。学級 きに けて、 間を

けて することを しまない でありたいものです。

① の を に行う 

・自 、 信 明の内容、 ー 

 等、 しく を立てましょう。 

・学 で 一す きものもあります。 報  

 を行い、自分なりに工夫しながら を 

 めましょう。 

② を える 

・一 間を大きく する場 です。どんな 

 一人一人、どんな になって しいか、 

 伝わるように しましょう。 

・ 言実行。この場で言ったことは一 間、 

 ず り通します。 

・学級 きからの一 間で生活の ー を定  

 させます。「いつ、誰が、何を、どのように 

 するのか」を伝え、 させましょう。 

・ ー は一 間 しないことが です。 

≪はじめの一ヶ月で行うべきこと≫ 
学級目標をつくり、学級への いを する。 

番活動を に せる。 

朝・帰りの会で学級生活の をつくる。 

が学級生活の となるようにする。 

係活動を ー させ、子どもの豊かな発 を 

   取り れる。 

いことを しながら学級の を える。 

楽しめる取組を し、みんなで実行する。 

「楽しく、分かる 」を意識して する。 

③ き の一 を にする 

た の に う！ 

 「出会いを大切にしています！」「あなたを 

しっかり見ていますよ！」という です。 

「かくだ？」 

「すみだ？」 

「つのだ？」 

 子どもたちが めるのは「安心・安全」 

です。 人を つけるような言動やいじめ 

などは 対に されないことを伝え、安心 

と を与えるようにしましょう。 

      ここに注意！ 
○子どもは・・・ 

・期 や をもっている 、 

 張と不安も感じている。 

・仲の い子と が れた子  

 どもは、 に不安感が強い。 

・環境が わること自体が、大き 

 な になる子どももいる。 

○教 として・・・ 

・ ー の定 を先 ばししない。 

・ ー を勝手に しない。 

 活の の  

 ・ 、 間など 的生活  

 ・日直の 、朝・帰りの会の 行 

 ・ の動きや 番活動 

 ・ の や分担 

 ・学 や に関すること 

 ・生活 ー の活 の    など 

が学級 に っていこうとする や ちを すことが、「み なでめ す」とい

う ちを ます。 え 学級の を しながら、 で を み ていくこ

とが大 です。

・まずは学級担 の「め す学級 」や「一人一人へ 
 の い」を伝えましょう。 
・その 、子ども一人一人の「学級への い」を確認 
 しましょう。全員分を学級通信に せる、教室に掲 
 示するなどの伝え が考えられます。 

・ 意見を したり、 れたい言 を 出したり 
 しながら、 向 をつくっていきます。安易に  
 で めることは けたいものです。 
・子ども一人一人に「自分がつくった」「自分も  
 した」という思いをもたせましょう。 

・目標を あせたものにしないよう、目標に めた思 
 いや意味を定期的に全員で確認しましょう。 
・行 は目標を生かす の です。目標に向 
 かい心を一つに取り組む意 を実感させましょう。 

① す の を たせる 

② での を に 

③ た を す 
学級目標に対する 人目標の 定 

 学級目標は、意識され り ってこ
そ 果があります。学級目標を実現す
るためには、 人としてどう取り組む
のか、 人目標を立て、 り りの場
を 定することが大切です。 

ポイント  

の は子どもに の の と 通しをもた る な 間、帰りの は の の りを

し、 へとつな る大 な 間です。 を 、学級を活 しましょう。

① 活の を に る する 

・ 、 、 、 く姿 、 し など、生活や 
 学 の ・ を学 ことのできる 間と考え 
 大切にしましょう。 
・め す姿や指導の については学 で確認し、 
 一しましょう。 

② が できるようにする 

③ の えを える 

・信 関係の のため、 や 意に まらず、 
 心にしみるような をしましょう。 
・ 発生 や行 前 だけではなく、 段から学級の成果や に れるようにしましょう。 

・全員が会の 行役を行い、 番や係からの な 
 ど子どもたちの発言で む会にしましょう。 
・子どもたちが互いの さを認め合えるような場  
 をつくり、大切にしましょう。 

     ここに注意！ 
○教 として・・・ 

・担 から で明るく「おはよう」 

 と「さようなら」の を。 

・朝の会では や に れやすい 

 心の状 や体 を見逃さない。 

・帰りの会は、そわそわした 気に 

 ならないよう、 ち いた状況を  

 える。 

・「 かった かった です」のよ 

 うな り りにせず、 体的な を 

 させる。 

・人前に出て をすることが苦手な子 

 どもへの配慮を かさない。 

ポイント  

み なで めた学級
の を に り分

け、 で し い、
を らして を作成

し、 しています。
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ポイント  

は、一人一人の きや に 感でありたいものです。一人一人を める は、個

の子どもたちの自 と 能 を し、 らに、子ども の な関係 を育みます。

・子どもたちが自分の気 ちや考えを 現できる  

 会を けましょう。 

・自 の さに気 けるよう工夫しましょう。 

・子どもたちが与えられた役割の中で自発的に取り 

 組む場 を 定し、達成感や成 感をもたせま 

 しょう。 

・子どもたちが目標に向けて努力したことの、取組 

 の 等を しましょう。 

・ 報を し、 的に えて しましょう。 

ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 する が る 
 一人一人に役割が る 
 が る 

よりよい学級集団では、子どもが して すことができ、 との関 りの で自らの

を できます。子どもが して すことができるための「 ー 」と、一人一人の

ちがいを め支え える「 ー 」の つが していることが大 です。

的  
 

 う が る 
 に う が る 
 の が る 

 

・わかりやすく りやすい ー にする。 
・活動に る前に確認する。 
・ 間での意識化を り す。 
・ 示し、 的に きかける。 

 

・ ー を れている子たちをしっかり 認 
 する。 
・ ー 等の活動で、「 ー を って活動 
 したら楽しかった」という をさせる。 
・ 行動に しがちな子をつくらない。 

 

・まずは間をとり、 になる。 
・ に、 とした対応をとる。 
・ な 対応は、 や活動 
 以 の場 で行う。 

 

・子どもの発言や頑張りを 的に認める。 
・大人しい子、目立たない子の意見もとりあ 
 、間 った えなども大切に う。 
・仲間の意見にうなずいたり 手したりする 
 よう きかける。 

 

・自分の考えを や ー 内で発 する 
 活動を取り れる。 
・分かったことや感 、なる どと思った仲 
 間の意見など、 り る場 を 定する。 
・子ども が認め合える場 を 定する。 

 

 
P67  

・学級 大会、 対 合 、  
 ー 等の を子どもが 運 する。 
・ 成的 ー ー、 間  
 ー ー 等の を行う。 

ポイント  

一人一人が役割を担う当番活動や係活動は、学級への帰属意識や自己有用感を育むことにつ

ながります。また、学校行事でクラス内の望ましい人間関係を形成し、集団への所属感、連帯

感を深めることなどを通して、子どもたちの「自治的能力」を育みたいものです。

学級集団に支えられて個が育ち、個の成長が学級集団を支えるという相互作用によって、一

人一人が大きく成長します。クラス分けによって「偶然生まれた集団」を「チーム」と呼べる

集団に成長するよう育てることが「学級づくり」であると捉えましょう。

ポイント⑥ 

①一人一人に役割を持たせる 

②自主的に活動できるようにする 

・「いつ、誰が、何を、どのようにするか」 

 を明確にし、全員が分かるようにします。 

・朝の会、帰りの会での活動状況の報告や、 

 「委員会・係コーナー」等の掲示物を作成 

 させ「見える化」することで、日常的にお 

 互いに成果を認め合えるようにします。 

        ここに注意！ 
・活動を疎かにしている子どもに 

 対する罰を与えるような指導を 

 しない。 

・活動が停滞する状況になった場合、何が 

 できるかを一緒に考えるなど、子どもの 

 出番を大切にする。 

・乱雑な教室環境が子どもの帰属意識や意 

 欲を低下させ、心の荒れを引き起こす。 

・順位や勝敗にこだわりすぎると、子ども 

 の人間関係が不安定になることがある。 

・学級目標達成に向けて一人一人が役割を担い 

 協力しながら自主的に活動することが、楽し 

 く豊かな学級生活の実現につながります。 

・「みんなの役に立った」「一緒に活動して楽 

 しかった」など、活動を通して「仲間に認め 

 られ、学級に貢献している」という喜びを味 

 わわせることを意識します。 

③活動が見えるよう掲示を工夫する 

・子どもの活動の様子、取組の跡が見えるよ 

 うな掲示になるよう心がけます。 

・長期間貼りっぱなしにせず、破損やはがれ 

 はすぐに直します。 

・発達段階に応じて子どもに工夫させながら 

 掲示物をつくらせることも大切です。 

④行事で集団の成長を図る 

・一人一人に役割と目標をもたせ、全体のた 

 めに取り組むよう指導します。 

・「励まし」「認め合い」など、仲間に目を 

 向けることの大切さを伝えます。 

・運動会や合唱など、苦手に感じている子ど 

 もに配慮します。結果や勝敗ではなく過程 

 の大切さを理解させましょう。 

 子どもの中には「先生、頑張ったらご褒美 

がありますか？」「勝ったら○○してくださ 

い！」などと言う場合があります。安易に応 

じることなく、 

「結果以上に過程が大切」 
ということを実感できる指導をしましょう。 

 初めてのことへの苦手意識が強く、なかな 

か思うようにできない子もいます。できるよ 

うになるまで根気強く指導する中で、子ども 

は育っていくものです。 

 【例えば通信では･･･】 

 子どもたちが互いの努力 

や成長を認め合い励まし合 

えるような内容を中心に書 

きます。 

 そのためにも、日頃から 

子どもの前向きな取組や学 

級のために行動している姿 

等を見逃さないようにしま 

しょう。 
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ポイント  

は、一人一人の きや に 感でありたいものです。一人一人を める は、個

の子どもたちの自 と 能 を し、 らに、子ども の な関係 を育みます。

・子どもたちが自分の気 ちや考えを 現できる  

 会を けましょう。 

・自 の さに気 けるよう工夫しましょう。 

・子どもたちが与えられた役割の中で自発的に取り 

 組む場 を 定し、達成感や成 感をもたせま 

 しょう。 

・子どもたちが目標に向けて努力したことの、取組 

 の 等を しましょう。 

・ 報を し、 的に えて しましょう。 

ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 する が る 
 一人一人に役割が る 
 が る 

よりよい学級集団では、子どもが して すことができ、 との関 りの で自らの

を できます。子どもが して すことができるための「 ー 」と、一人一人の

ちがいを め支え える「 ー 」の つが していることが大 です。

的  
 

 う が る 
 に う が る 
 の が る 

 

・わかりやすく りやすい ー にする。 
・活動に る前に確認する。 
・ 間での意識化を り す。 
・ 示し、 的に きかける。 

 

・ ー を れている子たちをしっかり 認 
 する。 
・ ー 等の活動で、「 ー を って活動 
 したら楽しかった」という をさせる。 
・ 行動に しがちな子をつくらない。 

 

・まずは間をとり、 になる。 
・ に、 とした対応をとる。 
・ な 対応は、 や活動 
 以 の場 で行う。 

 

・子どもの発言や頑張りを 的に認める。 
・大人しい子、目立たない子の意見もとりあ 
 、間 った えなども大切に う。 
・仲間の意見にうなずいたり 手したりする 
 よう きかける。 

 

・自分の考えを や ー 内で発 する 
 活動を取り れる。 
・分かったことや感 、なる どと思った仲 
 間の意見など、 り る場 を 定する。 
・子ども が認め合える場 を 定する。 

 

 
P67  

・学級 大会、 対 合 、  
 ー 等の を子どもが 運 する。 
・ 成的 ー ー、 間  
 ー ー 等の を行う。 

ポイント  

一人一人が役割を担う当番活動や係活動は、学級への帰属意識や自己有用感を育むことにつ

ながります。また、学校行事でクラス内の望ましい人間関係を形成し、集団への所属感、連帯

感を深めることなどを通して、子どもたちの「自治的能力」を育みたいものです。

学級集団に支えられて個が育ち、個の成長が学級集団を支えるという相互作用によって、一

人一人が大きく成長します。クラス分けによって「偶然生まれた集団」を「チーム」と呼べる

集団に成長するよう育てることが「学級づくり」であると捉えましょう。

ポイント⑥ 

①一人一人に役割を持たせる 

②自主的に活動できるようにする 

・「いつ、誰が、何を、どのようにするか」 

 を明確にし、全員が分かるようにします。 

・朝の会、帰りの会での活動状況の報告や、 

 「委員会・係コーナー」等の掲示物を作成 

 させ「見える化」することで、日常的にお 

 互いに成果を認め合えるようにします。 

        ここに注意！ 
・活動を疎かにしている子どもに 

 対する罰を与えるような指導を 

 しない。 

・活動が停滞する状況になった場合、何が 

 できるかを一緒に考えるなど、子どもの 

 出番を大切にする。 

・乱雑な教室環境が子どもの帰属意識や意 

 欲を低下させ、心の荒れを引き起こす。 

・順位や勝敗にこだわりすぎると、子ども 

 の人間関係が不安定になることがある。 

・学級目標達成に向けて一人一人が役割を担い 

 協力しながら自主的に活動することが、楽し 

 く豊かな学級生活の実現につながります。 

・「みんなの役に立った」「一緒に活動して楽 

 しかった」など、活動を通して「仲間に認め 

 られ、学級に貢献している」という喜びを味 

 わわせることを意識します。 

③活動が見えるよう掲示を工夫する 

・子どもの活動の様子、取組の跡が見えるよ 

 うな掲示になるよう心がけます。 

・長期間貼りっぱなしにせず、破損やはがれ 

 はすぐに直します。 

・発達段階に応じて子どもに工夫させながら 

 掲示物をつくらせることも大切です。 

④行事で集団の成長を図る 

・一人一人に役割と目標をもたせ、全体のた 

 めに取り組むよう指導します。 

・「励まし」「認め合い」など、仲間に目を 

 向けることの大切さを伝えます。 

・運動会や合唱など、苦手に感じている子ど 

 もに配慮します。結果や勝敗ではなく過程 

 の大切さを理解させましょう。 

 子どもの中には「先生、頑張ったらご褒美 

がありますか？」「勝ったら○○してくださ 

い！」などと言う場合があります。安易に応 

じることなく、 

「結果以上に過程が大切」 
ということを実感できる指導をしましょう。 

 初めてのことへの苦手意識が強く、なかな 

か思うようにできない子もいます。できるよ 

うになるまで根気強く指導する中で、子ども 

は育っていくものです。 

 【例えば通信では･･･】 

 子どもたちが互いの努力 

や成長を認め合い励まし合 

えるような内容を中心に書 

きます。 

 そのためにも、日頃から 

子どもの前向きな取組や学 

級のために行動している姿 

等を見逃さないようにしま 

しょう。 
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学校が、複雑化･多様化した 題を し、 ど に な資 ･能 を育んでいくためには、

学校全体のマネジメント機能を高め、組 として教育活動に取り組 体制を り上 るとと

に、指導体制を することが です。

       チームとしての の体制を構築する ポイント  

生徒指導上の 題に対して教 員が に取り組 のではなく、校長の ー ー の下、

チーム学校としての らの を し、 題 に て組 で取り組 ことが です。

学 担任の役割  

 児童生徒の 題を少し

でも 見し、 題が

化・ 化する に

指導・対応できるように

学 担任には児童生徒を

察する が 要です。 

  教育相談担当の役割  

 全児童生徒の 支援の を

一 的に し、学校内 関係機関

等との連 、スク ー ン 会

、 ース会 の 等児童生徒の

える 題の解 に向けて 役として

活動します。 

 生徒指導担当の役割  

 学校全体で生徒指導を

う で、 ・ 、

理、 の ー ーソン

であることを し、校 ・

教 学 担任等と連携

して、実 を います。 

        護教 の役割  

 全児童生徒を対 として、入学 から

年的に児童生徒の ・ に関 ってお

り、 相談等を 、 題の 見

対応を います。 

   事務職員・その他の教職員の役割  

 学 担任 外の教職員は、児童生徒の な

化に いたり、 になる を目にしたり、相

談を受けたりした場合には、 に教育相談担当

等に します。 

学 「チームとしての学校の り と の 」 を とに

「チームとしての学校」 

の ー  

上図の れ れの と 下の は で対応しています。

      専門性に基づくチーム体制を構築する ポイント② 

 

生徒指導の充実を図るために、教員が、心理や福祉等の専門家と連携･分担し、チームとしての体制を

構築することが求められています。

教員が担うべき業務や役割を見直し、他職種による協働性を高める。 

      ～教員～ 

・学習指導や生徒指導の教育活動。 

・少数職種であるSC、SSW等を学校 

 全体として受け入れる。 

     ～SC、SSW等～ 

・子どもの教育を担っているチームの   

  一員であるという意識。 

・学校の仕組みや指導のしかたや支援に

ついて積極的に理解する。 

 

 
 

○心理に関する専門的な知識や技術を有して

います。 

○

 

 

○社会福祉に関する専門的な知識や技術を有

しています。 

○

 

 

スクールソーシャルワーカー（SSW）は、 

「福祉」の専門家 

スクールカウンセラー（SC）は、 

「心理」の専門家 

 「連携」とは何か問題があった場合に「対応のす 
べてを相手に委ねてしまうこと」ではありません。
学校で「できること」「できないこと」を見極め、
学校ができない点を外部の専門機関などに援助して
もらうことが連携なのです。 
                      （文部科学省「生徒指導提要」より） 

       専門機関と連携して取り組む ポイント③ 

複雑化･多様化した生徒指導上の問題に対応していくためには、警察や児童相談所などの専門機関と

の連携が欠かせません。各機関の取組内容や人的資源などが異なりますので、校長の判断の下、適切

に連携を進めていきましょう。

       ～専門機関の例～ 
①刑事司法関係 (警察署、少年サポートセンター、 
              法務少年支援センター) 
②福祉関係 (児童相談所、児童心理治療施設等) 
③教育相談機関 (教育支援センター、対策センター) 
④その他の諸機関等(愛護センター、医療機関等) 

【チーム体制の構築】 

 
 

 

○それぞれの職務内容、権限と責任を明確化する。○立場・役割を認識し、当事者意識をもつ。 

 

取組の効率的・効果的な実施につながります。 

 教員もＳＣ・ＳＳＷ等も｢チームとしての学校｣の一員 

として目的を共有し、取組の方向性をそろえる。 

【学校における協働の文化】 

「チーム学校」として学校全体のマネジメント機能を高め、教育活動を充実させましょう。
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学校が、複雑化･多様化した 題を し、 ど に な資 ･能 を育んでいくためには、

学校全体のマネジメント機能を高め、組 として教育活動に取り組 体制を り上 るとと

に、指導体制を することが です。

       チームとしての の体制を構築する ポイント  

生徒指導上の 題に対して教 員が に取り組 のではなく、校長の ー ー の下、

チーム学校としての らの を し、 題 に て組 で取り組 ことが です。

学 担任の役割  

 児童生徒の 題を少し

でも 見し、 題が

化・ 化する に

指導・対応できるように

学 担任には児童生徒を

察する が 要です。 

  教育相談担当の役割  

 全児童生徒の 支援の を

一 的に し、学校内 関係機関

等との連 、スク ー ン 会

、 ース会 の 等児童生徒の

える 題の解 に向けて 役として

活動します。 

 生徒指導担当の役割  

 学校全体で生徒指導を

う で、 ・ 、

理、 の ー ーソン

であることを し、校 ・

教 学 担任等と連携

して、実 を います。 

        護教 の役割  

 全児童生徒を対 として、入学 から

年的に児童生徒の ・ に関 ってお

り、 相談等を 、 題の 見

対応を います。 

   事務職員・その他の教職員の役割  

 学 担任 外の教職員は、児童生徒の な

化に いたり、 になる を目にしたり、相

談を受けたりした場合には、 に教育相談担当

等に します。 

学 「チームとしての学校の り と の 」 を とに

「チームとしての学校」 

の ー  

上図の れ れの と 下の は で対応しています。

      専門性に基づくチーム体制を構築する ポイント② 

 

生徒指導の充実を図るために、教員が、心理や福祉等の専門家と連携･分担し、チームとしての体制を

構築することが求められています。

教員が担うべき業務や役割を見直し、他職種による協働性を高める。 

      ～教員～ 

・学習指導や生徒指導の教育活動。 

・少数職種であるSC、SSW等を学校 

 全体として受け入れる。 

     ～SC、SSW等～ 

・子どもの教育を担っているチームの   

  一員であるという意識。 

・学校の仕組みや指導のしかたや支援に

ついて積極的に理解する。 

 

 
 

○心理に関する専門的な知識や技術を有して

います。 

○

 

 

○社会福祉に関する専門的な知識や技術を有

しています。 

○

 

 

スクールソーシャルワーカー（SSW）は、 

「福祉」の専門家 

スクールカウンセラー（SC）は、 

「心理」の専門家 

 「連携」とは何か問題があった場合に「対応のす 
べてを相手に委ねてしまうこと」ではありません。
学校で「できること」「できないこと」を見極め、
学校ができない点を外部の専門機関などに援助して
もらうことが連携なのです。 
                      （文部科学省「生徒指導提要」より） 

       専門機関と連携して取り組む ポイント③ 

複雑化･多様化した生徒指導上の問題に対応していくためには、警察や児童相談所などの専門機関と

の連携が欠かせません。各機関の取組内容や人的資源などが異なりますので、校長の判断の下、適切

に連携を進めていきましょう。

       ～専門機関の例～ 
①刑事司法関係 (警察署、少年サポートセンター、 
              法務少年支援センター) 
②福祉関係 (児童相談所、児童心理治療施設等) 
③教育相談機関 (教育支援センター、対策センター) 
④その他の諸機関等(愛護センター、医療機関等) 

【チーム体制の構築】 

 
 

 

○それぞれの職務内容、権限と責任を明確化する。○立場・役割を認識し、当事者意識をもつ。 

 

取組の効率的・効果的な実施につながります。 

 教員もＳＣ・ＳＳＷ等も｢チームとしての学校｣の一員 

として目的を共有し、取組の方向性をそろえる。 

【学校における協働の文化】 

「チーム学校」として学校全体のマネジメント機能を高め、教育活動を充実させましょう。
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不登校を らすには、 的な対 が必要です。「 」と「 対応」について全
が しく し、 から意識して り でいくことが、新たな不登校を こと

につながります。

     「 る 」を るポイント  

人間関係づくり編 

の不登校児童生徒数（「児童生徒
の 行 不登校等生徒 の に

する 」の基 による 日 の欠
席）の を見ると、 は、

や 等で していますが、
年度中に１２８名の児童生徒が新たに不登校
になり、 には を りま
した。この から、不登校児童生徒に対す
る い はこれまで 様大切ですが、
「新たな不登校を生まない」 も 要であ
るということが かります。

こで、児童生徒が「 校は しい」「
校に行きたい」と感 られるような

を めることが大切になりま
す。 の４つのポイントとチ ッ を

します。

の不登校 生 数の  
（H28 H29 「 」より） 

に応 た かな  
 問 等の要因を、特 支援教育の観 も 

    まえて多面的に把握しようとしていますか  

 個々のつまずきの状 を把握し、個に応 た 

  支援の 立てを 意するようにしていますか  

 級・ 学 に、特 や 要な支援について 

  を き 、支援に生かしていますか  

の  
 どの子に対しても に認め、 め、 まし 

  ていますか   

 さな問 であっても の を見過ご 

    さず、 とした指導を っていますか  

 気になる子に対して、 担任 

    だけの見方ではなく、複数 

    で様子を観察したり対応を 

    検討したりしていますか  

の と の  
 える や学習活 の などを 確に  

  し、 生 が見通しを持ち、 体的に学習 

    に り めるようにしていますか  

 教え合い、学 合う を い、子どもどう 

    しの「つながり」や「 」を育むよ 

    う していますか  

 ノートの き方や の  

    方、家庭学習の 方など、 

    学 方を に に 

    指導していますか  

「 」と「 」 
 の信頼関係を くための や、  

    成的 ルー ン ン ーや ー ルス 

    ルト ー ン 等、子どもたちの人間関係 

    を する を 的に っていますか  

 員が かに える時間や いの意見を伝 

    え合い き合う時間を け、子どもたちに  

    と き合い相 を いやる が につくよ 

    う めていますか  

 や 事を に 担した 

    り、 の を えたりし 

    て、一人一人が活 できるよ 

    うな指導ができていますか  

「 る 」の イン  

新たな不登校を生まないためには、日頃から子どもたちの生活全般の様子、心身の健康状態、

悩み事等の把握に努める必要があります。「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチす

るための方法を複数のチャンネルで確保しておきましょう。

○子どもたちとの日常的な交流：挨拶や声かけの際の反応、休み時間の過ごし方など 

○毎朝の出席確認・健康観察：健康観察への返事の声、担任の顔を見て答えているか 

○日記・生活ノート等によるやりとり：記述の内容、字の様子 

○定期的な教育相談やアンケート：特に変化の見られやすい５・６月、９・１０月は大切に 

○学級や個々の状態を把握するアセスメントツール：教員の「目」や「勘」の確認や修正 

○子どもの心や気持ちをつかむよう、声かけをする。 

○先生が気にかけていることを伝える。 

○家庭に電話したり、家庭訪問をしたりするなどして様子を聞く。 

○担任一人の見方だけではなく、複数の教職員で観察したり対策を検討したりする。 

不登校の兆候を見逃さないためには、「子どもは基本的に毎日登校するもの」という意識をも

ち、欠席に対して敏感に、かつ温かく対応することが大切です。微熱や腹痛等による欠席の中

に、不登校につながる要因が隠れていることもあるものです。

児童生徒の様々な変化（サイン）に敏感に反応できるアンテナを高く持ち、磨くことが大切です。

ポイント② 

ポイント③ 

欠席１日目 

欠席３日目 

欠席が月に 

３日以上 

 欠席が月に 

６日を超える 

◆まずは見落とさないよう気を付けましょう。意識的に声をかけ、悩みや不安 

 に寄り添えるようにします。保護者にも心配している旨を伝え、家庭での様 

 子を聞きます。 

◆教職員間で共通理解を図り、学校体制での早期対応のための準備をします。

◆支援チームを編成し、指導記録（個人記 

 録）にもとづき、学習、生活など様々な 

 面でのサポートを開始します。 

◆子ども、保護者の気持ちを理解し、信頼 

 関係を大切にします。

◆理由がはっきりしていても家庭訪問をして直接声をかけ、安 

 心して再登校できるよう、温かく支援しましょう。 

◆複数の教職員で意見を出し合い、欠席の要因について多面的 

 に見立てをしましょう。

◆１日だけでも翌日の登校には不安があるものです。次の日の 

 予定や持ち物等について電話連絡をしつつ、安心して登校で 

 きるよう、温かな声かけをしましょう。 

◆気になっている子であれば、家庭訪問をしましょう。

「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチする取組例 

「おかしいな？」と思ったら･･･ 

欠席児童生徒に対する対応の方法（例） 

不登校になる可能
性の高い児童生徒と
考えられる場合は、
より迅速な対応を行
いましょう！

人
間
関
係
づ
く
り
編

― 57 ― ― 58 ―



       

不登校を らすには、 的な対 が必要です。「 」と「 対応」について全
が しく し、 から意識して り でいくことが、新たな不登校を こと

につながります。

     「 る 」を るポイント  

人間関係づくり編 

の不登校児童生徒数（「児童生徒
の 行 不登校等生徒 の に

する 」の基 による 日 の欠
席）の を見ると、 は、

や 等で していますが、
年度中に１２８名の児童生徒が新たに不登校
になり、 には を りま
した。この から、不登校児童生徒に対す
る い はこれまで 様大切ですが、
「新たな不登校を生まない」 も 要であ
るということが かります。

こで、児童生徒が「 校は しい」「
校に行きたい」と感 られるような

を めることが大切になりま
す。 の４つのポイントとチ ッ を

します。

の不登校 生 数の  
（H28 H29 「 」より） 

に応 た かな  
 問 等の要因を、特 支援教育の観 も 

    まえて多面的に把握しようとしていますか  

 個々のつまずきの状 を把握し、個に応 た 

  支援の 立てを 意するようにしていますか  

 級・ 学 に、特 や 要な支援について 

  を き 、支援に生かしていますか  

の  
 どの子に対しても に認め、 め、 まし 

  ていますか   

 さな問 であっても の を見過ご 

    さず、 とした指導を っていますか  

 気になる子に対して、 担任 

    だけの見方ではなく、複数 

    で様子を観察したり対応を 

    検討したりしていますか  

の と の  
 える や学習活 の などを 確に  

  し、 生 が見通しを持ち、 体的に学習 

    に り めるようにしていますか  

 教え合い、学 合う を い、子どもどう 

    しの「つながり」や「 」を育むよ 

    う していますか  

 ノートの き方や の  

    方、家庭学習の 方など、 

    学 方を に に 

    指導していますか  

「 」と「 」 
 の信頼関係を くための や、  

    成的 ルー ン ン ーや ー ルス 

    ルト ー ン 等、子どもたちの人間関係 

    を する を 的に っていますか  

 員が かに える時間や いの意見を伝 

    え合い き合う時間を け、子どもたちに  

    と き合い相 を いやる が につくよ 

    う めていますか  

 や 事を に 担した 

    り、 の を えたりし 

    て、一人一人が活 できるよ 

    うな指導ができていますか  

「 る 」の イン  

新たな不登校を生まないためには、日頃から子どもたちの生活全般の様子、心身の健康状態、

悩み事等の把握に努める必要があります。「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチす

るための方法を複数のチャンネルで確保しておきましょう。

○子どもたちとの日常的な交流：挨拶や声かけの際の反応、休み時間の過ごし方など 

○毎朝の出席確認・健康観察：健康観察への返事の声、担任の顔を見て答えているか 

○日記・生活ノート等によるやりとり：記述の内容、字の様子 

○定期的な教育相談やアンケート：特に変化の見られやすい５・６月、９・１０月は大切に 

○学級や個々の状態を把握するアセスメントツール：教員の「目」や「勘」の確認や修正 

○子どもの心や気持ちをつかむよう、声かけをする。 

○先生が気にかけていることを伝える。 

○家庭に電話したり、家庭訪問をしたりするなどして様子を聞く。 

○担任一人の見方だけではなく、複数の教職員で観察したり対策を検討したりする。 

不登校の兆候を見逃さないためには、「子どもは基本的に毎日登校するもの」という意識をも

ち、欠席に対して敏感に、かつ温かく対応することが大切です。微熱や腹痛等による欠席の中

に、不登校につながる要因が隠れていることもあるものです。

児童生徒の様々な変化（サイン）に敏感に反応できるアンテナを高く持ち、磨くことが大切です。

ポイント② 

ポイント③ 

欠席１日目 

欠席３日目 

欠席が月に 

３日以上 

 欠席が月に 

６日を超える 

◆まずは見落とさないよう気を付けましょう。意識的に声をかけ、悩みや不安 

 に寄り添えるようにします。保護者にも心配している旨を伝え、家庭での様 

 子を聞きます。 

◆教職員間で共通理解を図り、学校体制での早期対応のための準備をします。

◆支援チームを編成し、指導記録（個人記 

 録）にもとづき、学習、生活など様々な 

 面でのサポートを開始します。 

◆子ども、保護者の気持ちを理解し、信頼 

 関係を大切にします。

◆理由がはっきりしていても家庭訪問をして直接声をかけ、安 

 心して再登校できるよう、温かく支援しましょう。 

◆複数の教職員で意見を出し合い、欠席の要因について多面的 

 に見立てをしましょう。

◆１日だけでも翌日の登校には不安があるものです。次の日の 

 予定や持ち物等について電話連絡をしつつ、安心して登校で 

 きるよう、温かな声かけをしましょう。 

◆気になっている子であれば、家庭訪問をしましょう。

「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチする取組例 

「おかしいな？」と思ったら･･･ 

欠席児童生徒に対する対応の方法（例） 

不登校になる可能
性の高い児童生徒と
考えられる場合は、
より迅速な対応を行
いましょう！
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「いじめ 止対 」が施行された も、いじめが 大 態に る が で い

でいます。いじめは、どの児童生徒にも、どの でも こりうるということを まえ、 て

の児童生徒を対 とした 組織 としての 組が です。また、 々の 止の 組

的ないじめの が大切となります。

       る の を する ポイント  

いじめは、大人が気 きにくい 、 、 態で行われることが いため、 な兆候であっ

ても、早い から的確に わりをもち、 的に することが大切です。

いじめ防止の考え  

ン ッ の  
1つの重大事 の には 

29の な事 があり、 

その には300の  

ット事 がある 

 いじめの発見については、学 が がる ど教職員の発見や の えからの発見が な 

くなり、いじめが見えにくくなります。いじめは けや を ったり、 の書き

みなど、大 が きにくい場 や で われる場合があるからです。「いじめはあるもの」

という考えのもと、学校の実態に合わせた 期発見の くりを していく必要があ

ります。また、いじめの認 が いことは、教職員の が児童生徒に き いていること

の“あかし”でもあります。 

 そして、 防止のために、いじめを受けている、いじめを にした児童生徒の を一つで

も く うために、アンケート調査を うことも です。 

プロア の  
わしきときは 動せよ 

事態を 定して 動せよ 

りは れるが、 

 見 しは れない 

            

 

 

「自 よりも い に対して一 的に」 

「 的 心理的な を 的に」 

「 な を じている」 

かつてのいじめの定  

 

 
 

 

 

 

 

 「短期間で解 したもの」や「 せず から相 を つけてしまったもの」

も まれます。より に捉えていきましょう。 

  

 

 「当 児童等と一定の 的 にある」 

 「心理的 は 理的な を える 」 

  ( を通じて われるものを 。) 

 「児童等が心 の を じている」 
  「いじめ防止対策 」 2 （ ２ ）より 

 のいじめの定  

大な は、

な を で い

でいれば発生 、

な は、 りと

するような を

ば発生しない。

の「いじめ」の捉え 

こころのもよう メッセージ

・これは、みなさんの心の状態を伝えてもらうためのシートです。

・今の正直な気持ちに○をしてください。

１．わたしは今、困っていることがある。

ある（２へ）

どちらかといえばある（２へ）

あまりない（３へ）

まったくない（３へ）

２．「ある」「どちらかといえばある」と答えた人は、何についての

悩みか教えてください。

勉強のこと 友だちのこと 家庭のこと 部活動 その他

３．「あまりない」「まったくない」と答えた人は、今の気持ちに

ついて一つ○をつけてください。

楽しい まあまあ楽しい ふつう あまり楽しくない

組織で迅速に対応することがいじめの兆候等の発見につながります。アンケート調査の目的を

教職員で共通理解し、その結果を的確に分析することが大切です。

 【アンケート実施上の留意点】 

 ○簡潔で速やかに実施･集計できるものを、繰り返し実施することが望ましい。 

 ○家庭に持ち帰り、翌日封筒に入れて提出すると、記名式でも書きやすい。 

 ○アンケート内容を確認した後、担当が集約し、学校いじめ防止対策委員会（仮称）へ提出する。 

 ○アンケートの回答状況を情報交換し、その対策について相談し合うことが必要である。 

 ○重大事態への発展を防ぐためにも、なるべく短い期間での定期的な実施が望ましい。 

「児童生徒に投げ返してみる」 

 児童生徒の実態に応じて、集会等でアンケー

ト結果を児童生徒に投げ返し、教職員が心配し

ていることをしっかり伝え、児童生徒の思いを

真摯に受け止めるというメッセージを発信する

ことも考えられます。 

 ～アンケート実施の効果～

・いじめの早期発見

・いじめの抑止の機会

・児童生徒とのパイプづくり 等

様々な効果があります。定期的に

行っていきましょう！

 これは一つの例です。自由に記述する欄を設けても構いません。

ただし、その時には、全員が書くことのできる質問事項（今、頑

張っていること等）にするなどの配慮が必要になります。 

 ○がどこにつくかによって、

どのように対応するかを前もっ

て考えて共通理解をしておく必

要があります。あらゆる可能性

を考えて子どもにアプローチを

していくことが大切です。 

 アンケートから何を読み取る

かを教職員で共通理解をしてお

くことが重要です。 

 必ずしも「アンケート」や

「調査」という言葉を使わなく

てもよいです。 

～対応例～ 
 質問２で部活動に〇がつい

た場合、顧問との連携が必要

になります。また、友だちの

ことやその他に〇がつけば、

いじめの可能性も考えて聞き

取りなどをします。 

 質問３で「あまり楽しくな

い」に○がつくと、困ってい

ることはなくても何か悩みを

抱えていると捉え、様子を見

守りつつ、必要に応じて聞き

取りをしましょう。 

 定期的なアンケートを実施し、的確に分析するポイント② 
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「いじめ 止対 」が施行された も、いじめが 大 態に る が で い

でいます。いじめは、どの児童生徒にも、どの でも こりうるということを まえ、 て

の児童生徒を対 とした 組織 としての 組が です。また、 々の 止の 組

的ないじめの が大切となります。

       る の を する ポイント  

いじめは、大人が気 きにくい 、 、 態で行われることが いため、 な兆候であっ

ても、早い から的確に わりをもち、 的に することが大切です。

いじめ防止の考え  

ン ッ の  
1つの重大事 の には 

29の な事 があり、 

その には300の  

ット事 がある 

 いじめの発見については、学 が がる ど教職員の発見や の えからの発見が な 

くなり、いじめが見えにくくなります。いじめは けや を ったり、 の書き

みなど、大 が きにくい場 や で われる場合があるからです。「いじめはあるもの」

という考えのもと、学校の実態に合わせた 期発見の くりを していく必要があ

ります。また、いじめの認 が いことは、教職員の が児童生徒に き いていること

の“あかし”でもあります。 

 そして、 防止のために、いじめを受けている、いじめを にした児童生徒の を一つで

も く うために、アンケート調査を うことも です。 

プロア の  
わしきときは 動せよ 

事態を 定して 動せよ 

りは れるが、 

 見 しは れない 

            

 

 

「自 よりも い に対して一 的に」 

「 的 心理的な を 的に」 

「 な を じている」 

かつてのいじめの定  

 

 
 

 

 

 

 

 「短期間で解 したもの」や「 せず から相 を つけてしまったもの」

も まれます。より に捉えていきましょう。 

  

 

 「当 児童等と一定の 的 にある」 

 「心理的 は 理的な を える 」 

  ( を通じて われるものを 。) 

 「児童等が心 の を じている」 
  「いじめ防止対策 」 2 （ ２ ）より 

 のいじめの定  

大な は、

な を で い

でいれば発生 、

な は、 りと

するような を

ば発生しない。

の「いじめ」の捉え 

こころのもよう メッセージ

・これは、みなさんの心の状態を伝えてもらうためのシートです。

・今の正直な気持ちに○をしてください。

１．わたしは今、困っていることがある。

ある（２へ）

どちらかといえばある（２へ）

あまりない（３へ）

まったくない（３へ）

２．「ある」「どちらかといえばある」と答えた人は、何についての

悩みか教えてください。

勉強のこと 友だちのこと 家庭のこと 部活動 その他

３．「あまりない」「まったくない」と答えた人は、今の気持ちに

ついて一つ○をつけてください。

楽しい まあまあ楽しい ふつう あまり楽しくない

組織で迅速に対応することがいじめの兆候等の発見につながります。アンケート調査の目的を

教職員で共通理解し、その結果を的確に分析することが大切です。

 【アンケート実施上の留意点】 

 ○簡潔で速やかに実施･集計できるものを、繰り返し実施することが望ましい。 

 ○家庭に持ち帰り、翌日封筒に入れて提出すると、記名式でも書きやすい。 

 ○アンケート内容を確認した後、担当が集約し、学校いじめ防止対策委員会（仮称）へ提出する。 

 ○アンケートの回答状況を情報交換し、その対策について相談し合うことが必要である。 

 ○重大事態への発展を防ぐためにも、なるべく短い期間での定期的な実施が望ましい。 

「児童生徒に投げ返してみる」 

 児童生徒の実態に応じて、集会等でアンケー

ト結果を児童生徒に投げ返し、教職員が心配し

ていることをしっかり伝え、児童生徒の思いを

真摯に受け止めるというメッセージを発信する

ことも考えられます。 

 ～アンケート実施の効果～

・いじめの早期発見

・いじめの抑止の機会

・児童生徒とのパイプづくり 等

様々な効果があります。定期的に

行っていきましょう！

 これは一つの例です。自由に記述する欄を設けても構いません。

ただし、その時には、全員が書くことのできる質問事項（今、頑

張っていること等）にするなどの配慮が必要になります。 

 ○がどこにつくかによって、

どのように対応するかを前もっ

て考えて共通理解をしておく必

要があります。あらゆる可能性

を考えて子どもにアプローチを

していくことが大切です。 

 アンケートから何を読み取る

かを教職員で共通理解をしてお

くことが重要です。 

 必ずしも「アンケート」や

「調査」という言葉を使わなく

てもよいです。 

～対応例～ 
 質問２で部活動に〇がつい

た場合、顧問との連携が必要

になります。また、友だちの

ことやその他に〇がつけば、

いじめの可能性も考えて聞き

取りなどをします。 

 質問３で「あまり楽しくな

い」に○がつくと、困ってい

ることはなくても何か悩みを

抱えていると捉え、様子を見

守りつつ、必要に応じて聞き

取りをしましょう。 

 定期的なアンケートを実施し、的確に分析するポイント② 
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の対応  ポイント③ 

【 の を する の 的 】 

○ の教職員が抱え まず、学校いじめ防止対策委員会（仮称）による

認 を 動的に うことを 的とする。

○いじめが われる情報を集約し、 理職へ報 することで、 確な

実態 と としての を る。

○ としての を たのち、その に いた動きを学校

で うといった みを 能 せる。

この は、 等の実態に わ て が 定します。

な兆候を発見したり、いじめの を けたりした教職員が一人で え ま 、組織で対応す

るために、 を 理する を けます。

教職員が一人で え ま 、 を共 し、組織で したり対応したりすることが です。さらに

いじめが解 したと われる でも、 して 分な を い見 っていくことが です。

① ② 
③ ④ ⑤
⑥ ⑦

いじめが
起きた
集団

いじめを

受けた側

いじめを

した側

児相 警察 医療等

協議

教職員が、様々な
で気 いた児童生徒

の ト の
てが組織の を
する に まるよう
にしましょう。

     

教育相談は、校内の教育相談体制を整備し、教職員が専門スタッフと連携しながら、課題を

抱えた児童生徒を組織として支援するとともに、学級担任が日常的なあらゆる教育活動の中

で、児童生徒一人一人に対して相談活動を行うものです。教育活動全体を通して児童生徒に寄

り添い、心の成長や発達につながるように支援することが大切です。 

      教育相談コーディネーター中心の支援体制をつくる ポイント  

児童生徒の問題行動等の背景には、心の問題とともに、家庭、友人関係、地域、学校など環境

の問題があり、これらの問題は複雑に絡み合っています。ＳＣやＳＳＷといった専門スタッフの

視点も加えて様々な情報を整理統合し、アセスメント（見立て）やプランニング（解決に向けた

目標設定と具体的な手立て）をした上で、課題を抱えた児童生徒の支援を組織として行うことが

重要です。

 

 

   

 

 

   

教育相談コーディネーターの役割 

 ○校内支援のあり方について管理職に相談する。 

 ○学級担任に気になる児童生徒の状況を書き出してもらった 

    り、直接、聞き取ったりして、学校全体の児童生徒の状況 

    及び支援の状況を一元的に把握する。 

 ○相談活動に関するスケジュール等の計画・立案を行うとと 

    もに、専門スタッフの来校のない間の様子を 記録しておき、 

    専門スタッフに伝えられるようにする。 

 ○スクリーニング会議・ケース会議等の会議の運営を行う。 

 ○学校内（ＳＣ、ＳＳＷを含む）及び関係機関等との連絡調 

    整を行う。 

 ○教職員の教育相談力向上のための校内研修を実施する。 

児童生徒の小さな変化や気になる状況を目に

したら、教育相談コーディネーターに報告します。

教育相談コーディネーター 

管理職 

スクールカウンセラー 

（ＳＣ） 

学級担任 

スクールソーシャルワーカー 

（ＳＳＷ） 

学級担任以外の教員 

養護教諭 

特別支援教育

主任 

関係機関 

生徒指導担当 

【教育相談体制の例】
…教育相談に関する会議の 

     中心となるメンバー 

 児童生徒の課題解決に向け

た校内支援体制の中心となる

のが教育相談コーディネー

ターです。教育相談担当教員

が担当したり、教頭や養護教

諭又は特別支援教育主任が兼

ねたりするなど、学校の実情

に応じ柔軟な配置が考えられ

ます。
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の対応  ポイント③ 

【 の を する の 的 】 

○ の教職員が抱え まず、学校いじめ防止対策委員会（仮称）による

認 を 動的に うことを 的とする。

○いじめが われる情報を集約し、 理職へ報 することで、 確な

実態 と としての を る。

○ としての を たのち、その に いた動きを学校

で うといった みを 能 せる。

この は、 等の実態に わ て が 定します。

な兆候を発見したり、いじめの を けたりした教職員が一人で え ま 、組織で対応す

るために、 を 理する を けます。

教職員が一人で え ま 、 を共 し、組織で したり対応したりすることが です。さらに

いじめが解 したと われる でも、 して 分な を い見 っていくことが です。

① ② 
③ ④ ⑤
⑥ ⑦

いじめが
起きた
集団

いじめを

受けた側

いじめを

した側

児相 警察 医療等

協議

教職員が、様々な
で気 いた児童生徒

の ト の
てが組織の を
する に まるよう
にしましょう。

     

教育相談は、校内の教育相談体制を整備し、教職員が専門スタッフと連携しながら、課題を

抱えた児童生徒を組織として支援するとともに、学級担任が日常的なあらゆる教育活動の中

で、児童生徒一人一人に対して相談活動を行うものです。教育活動全体を通して児童生徒に寄

り添い、心の成長や発達につながるように支援することが大切です。 

      教育相談コーディネーター中心の支援体制をつくる ポイント  

児童生徒の問題行動等の背景には、心の問題とともに、家庭、友人関係、地域、学校など環境

の問題があり、これらの問題は複雑に絡み合っています。ＳＣやＳＳＷといった専門スタッフの

視点も加えて様々な情報を整理統合し、アセスメント（見立て）やプランニング（解決に向けた

目標設定と具体的な手立て）をした上で、課題を抱えた児童生徒の支援を組織として行うことが

重要です。

 

 

   

 

 

   

教育相談コーディネーターの役割 

 ○校内支援のあり方について管理職に相談する。 

 ○学級担任に気になる児童生徒の状況を書き出してもらった 

    り、直接、聞き取ったりして、学校全体の児童生徒の状況 

    及び支援の状況を一元的に把握する。 

 ○相談活動に関するスケジュール等の計画・立案を行うとと 

    もに、専門スタッフの来校のない間の様子を 記録しておき、 

    専門スタッフに伝えられるようにする。 

 ○スクリーニング会議・ケース会議等の会議の運営を行う。 

 ○学校内（ＳＣ、ＳＳＷを含む）及び関係機関等との連絡調 

    整を行う。 

 ○教職員の教育相談力向上のための校内研修を実施する。 

児童生徒の小さな変化や気になる状況を目に

したら、教育相談コーディネーターに報告します。

教育相談コーディネーター 

管理職 

スクールカウンセラー 

（ＳＣ） 

学級担任 

スクールソーシャルワーカー 

（ＳＳＷ） 

学級担任以外の教員 

養護教諭 

特別支援教育

主任 

関係機関 

生徒指導担当 

【教育相談体制の例】
…教育相談に関する会議の 

     中心となるメンバー 

 児童生徒の課題解決に向け

た校内支援体制の中心となる

のが教育相談コーディネー

ターです。教育相談担当教員

が担当したり、教頭や養護教

諭又は特別支援教育主任が兼

ねたりするなど、学校の実情

に応じ柔軟な配置が考えられ

ます。
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タ の  

専門スタッフと 的に連 するために  
・ れ れの を理 した上 相談する（コン ル ーシ ンを る） と す 、 

 らないとき の専門スタッフ も ないの 、 し をして るとよい し う。 

 をする と 、より な専門スタッフ つな 

 るきっ となり す。 

・聞きたい とを とめてお と、 間 も  

 的なコン ル ーシ ンとなり す。 

・相談した児童生徒の 、専門スタッフにも伝 

 えるようにし す。専門スタッフ を する と 、 

 の相談 ス ー になる な 、 的な 的支援となり す。 

の なるの 、教育相談コー
ディネーター す 、 タ
に 相談し ま ま 。

らＳＣ ＳＳＷとの 関係を いてい と 、ス ー な支援につな り す。

の 気ない す。 

児童生徒を る が複雑 しているた 、児童生徒の抱える課題の要 や背景を

心理 発達 の 、家庭生活 学校生活全体の中 ら見つけようとする考え が 要です。こ

の考え に 、 、 発見 支援に重点を置いた組織的 を行うことで、

問題の要 や背景に目を向けた具体的な支援につながります。

 な ー や ー に

し、 ら を ます。

      の る 支援 ポイント② 

・気になる（支援 な）児童生徒を ら 
   として把握する。 
・スクリーニングシー 等の活 により、教職員 
   ら した を整理。 
・ケース会議の の を 議。

 ー の  
 の 支援の  

・児童生徒 の支援 を ・ してい 。 
・ セスメン （ らの と 立て） 
   を行う。 
・ ランニング（ に向 た の と 体 
   的な 立て）を行う。

ー の  
の 支援の  

・取 の の を行い、 の 直し 立てを修  
                  （ り り・ 直し） 
・ たな に向 た ー 員の な も 。 

ケース会議を する とにより、状況の に た な  
   となる。 

る 
 支援  
 の  
  る  
  支援の の  
  

ー の

す。

の に す

る す。

の  

  ー の  

 の  

   の を  

 

 

 

 

 

 

 

 

と 、 ら 聞きたい とを聞 の な 、 相 いたい と、 っ 

 て しい と を 的・ 的 と す。 より、 と  

 す。 

 

き上 になるために  
 

 【  】  

  ・相 に体を向 、 を に る、相 を つ、うな な 全 あなたの  

       を いている というメッセージを伝える。 

  ・ っ りした 調 、リラックスして し すい 気をつ る。 

 

 

 

 

 

      

  

 
 

  

  【心 え】 

  ・ 、児童生徒の う るを ない気 を する。 

  ・相 の った とを り したり、 の た とを 伝えたりして 的に 

   。 

  ・相 の 的な （ の調子・ ・ ・ の動き）にも、気を る。 

学級担任が行う ンセ ングは、 別の 談や がけ等の対 を通して行います。全ての

児童生徒が学級の生活によりよ 応し、 な人 関係の中で な生活を ことがで るよ

う、児童生徒一人一人の 関心を まえ、 々の児童生徒が抱える発達や学 の課題を け な

がら、 の解決に向けて支援することが重要です。

の の  

力 
相談 

する力 
 

関係 

児童生徒 学級担任 
児童生徒には、

手を

で る

けを る

ことがで る

相談する が 要

学級担任には、

し手に

してもらう

児童生徒の

を け る

が大切

ポイント③ 

人には 人に れると に じる

ー ス ースとよ れる があり

ます。 ー ス ースは、人によって

なります。

の児童生徒の ンセ ングを行う

は、 す て を えないよう

切な を つよう配 します。
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タ の  

専門スタッフと 的に連 するために  
・ れ れの を理 した上 相談する（コン ル ーシ ンを る） と す 、 

 らないとき の専門スタッフ も ないの 、 し をして るとよい し う。 

 をする と 、より な専門スタッフ つな 

 るきっ となり す。 

・聞きたい とを とめてお と、 間 も  

 的なコン ル ーシ ンとなり す。 

・相談した児童生徒の 、専門スタッフにも伝 

 えるようにし す。専門スタッフ を する と 、 

 の相談 ス ー になる な 、 的な 的支援となり す。 

の なるの 、教育相談コー
ディネーター す 、 タ
に 相談し ま ま 。

らＳＣ ＳＳＷとの 関係を いてい と 、ス ー な支援につな り す。

の 気ない す。 

児童生徒を る が複雑 しているた 、児童生徒の抱える課題の要 や背景を

心理 発達 の 、家庭生活 学校生活全体の中 ら見つけようとする考え が 要です。こ

の考え に 、 、 発見 支援に重点を置いた組織的 を行うことで、

問題の要 や背景に目を向けた具体的な支援につながります。

 な ー や ー に

し、 ら を ます。

      の る 支援 ポイント② 

・気になる（支援 な）児童生徒を ら 
   として把握する。 
・スクリーニングシー 等の活 により、教職員 
   ら した を整理。 
・ケース会議の の を 議。

 ー の  
 の 支援の  

・児童生徒 の支援 を ・ してい 。 
・ セスメン （ らの と 立て） 
   を行う。 
・ ランニング（ に向 た の と 体 
   的な 立て）を行う。

ー の  
の 支援の  

・取 の の を行い、 の 直し 立てを修  
                  （ り り・ 直し） 
・ たな に向 た ー 員の な も 。 

ケース会議を する とにより、状況の に た な  
   となる。 

る 
 支援  
 の  
  る  
  支援の の  
  

ー の

す。

の に す

る す。

の  

  ー の  

 の  

   の を  

 

 

 

 

 

 

 

 

と 、 ら 聞きたい とを聞 の な 、 相 いたい と、 っ 

 て しい と を 的・ 的 と す。 より、 と  

 す。 

 

き上 になるために  
 

 【  】  

  ・相 に体を向 、 を に る、相 を つ、うな な 全 あなたの  

       を いている というメッセージを伝える。 

  ・ っ りした 調 、リラックスして し すい 気をつ る。 

 

 

 

 

 

      

  

 
 

  

  【心 え】 

  ・ 、児童生徒の う るを ない気 を する。 

  ・相 の った とを り したり、 の た とを 伝えたりして 的に 

   。 

  ・相 の 的な （ の調子・ ・ ・ の動き）にも、気を る。 

学級担任が行う ンセ ングは、 別の 談や がけ等の対 を通して行います。全ての

児童生徒が学級の生活によりよ 応し、 な人 関係の中で な生活を ことがで るよ

う、児童生徒一人一人の 関心を まえ、 々の児童生徒が抱える発達や学 の課題を け な

がら、 の解決に向けて支援することが重要です。

の の  

力 
相談 

する力 
 

関係 

児童生徒 学級担任 
児童生徒には、

手を

で る

けを る

ことがで る

相談する が 要

学級担任には、

し手に

してもらう

児童生徒の

を け る

が大切

ポイント③ 

人には 人に れると に じる

ー ス ースとよ れる があり

ます。 ー ス ースは、人によって

なります。

の児童生徒の ンセ ングを行う

は、 す て を えないよう

切な を つよう配 します。

人
間
関
係
づ
く
り
編

― 63 ― ― 64 ―



と 、 にとら れる とな 、相 の体 を理 しようとする

と す。 
 

と の いに

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

児童生徒の した を い 、 の児童の○○な 力を したい の生徒に ○

○な とに気 たい と し、児童生徒の を 的とした をもった を行う と

、スクールカウンセラーと う教 らしいカウンセリングとなり す。 

児童生徒 、 と ていても して きない と あるため、 教 の 的関

り す。 と ていた とを する と 、 の い えを っきり 、

気 きを す あり す。 

気 きを すために
・教 た によって のような の になる 、児童生徒 に のような気

になる を メージしな ら、 を えた を行う。 

 ・児童生徒に た に して、 ってし ったり、 も って な

い の 出てきたりしたら、児童生徒の気 に り えていない ン す。 

    

    

  

 

  

  

生徒に気  

を いてもらう と 、 すっきりする、 担任との 関係 る、 理

る、 に向 える、な の き す。 

  児童生徒の気 に り えていない例  

     

    、 い 学級担任のと に ってきた生徒  

   ように い した。 

 
    生徒 あっ、あの、 生、 の に きる し う 。 
   

   担任  
     

    生徒 も…。 

 
   担任 もし、 ても、 た れ いい よ。 
     

    生徒 …。 

            

   

別の 談や け等の中で になる があった 合は、一人で抱え ま 、 理職や学

主任、教育相談コーディネーター等に報 相談し、学校組織全体での支援につな るようにするこ

とが大切です。

前ページの例は、 

なぜ、生徒の気持ちに寄り添えていないのでしょうか？ 

、学級担任のと に ってきた の生徒 、 直 の な気 を の とを

よ て れている担任の 生なら って れると い、 の教員 な 担任に をした

ったの ない と えられ す。 
 

、 直 になっている生徒に し、 うと って  

 と をしたの し う 、 な とを してし ったため、  

 して も という 出たの と れ す。 
 

、気 な気 して しいと い、 もし、 ても、 た れ  

 いい よ。 と をしたの し う 、 って したいという い  

 す て になっているのに し、 を に れ、 したいのと な気  

 り って という 出たの と れ す。 

この に と なる 心配するな あなた けじ ないよ。

とに が れ。 などの も う に が 要です。

また、児童生徒の に寄り添えている けでな 、生徒が

理解を たり、 向 な 決定がで る どう を考えることで、

より発 的な となります。

 上の例 、生徒の の様子を ていた ら きる、学級担任らしい を

した とによって、生徒 な気 を する と きてい す。 して、 の

気 を め、 きる とを する とによって、 向きな を す と

とつな てい す。 

児童生徒の気 に り えている例  

 

   、 い 学級担任のと に ってきた生徒  

  ように い した。    
 

   生徒 あっ、あの、 生、 の に きる 

      し う 。 
   

   担任 教 に って したり、 の 生のと に 

      しに行ったりして、 ってきたよ 。 
    

   生徒 う 、あっ、 い 。 

      れ も、な 、 なっていう 、 な す。 
    

   担任 う 、 きる なって 、 な 。 

      の 、 めにお に って、 るようにすると、 

      、 ってきた 出ると うよ。 
    

   生徒 い、 るようにして、 一 り す。 
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と 、 にとら れる とな 、相 の体 を理 しようとする

と す。 
 

と の いに

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

児童生徒の した を い 、 の児童の○○な 力を したい の生徒に ○

○な とに気 たい と し、児童生徒の を 的とした をもった を行う と

、スクールカウンセラーと う教 らしいカウンセリングとなり す。 

児童生徒 、 と ていても して きない と あるため、 教 の 的関

り す。 と ていた とを する と 、 の い えを っきり 、

気 きを す あり す。 

気 きを すために
・教 た によって のような の になる 、児童生徒 に のような気

になる を メージしな ら、 を えた を行う。 

 ・児童生徒に た に して、 ってし ったり、 も って な

い の 出てきたりしたら、児童生徒の気 に り えていない ン す。 

    

    

  

 

  

  

生徒に気  

を いてもらう と 、 すっきりする、 担任との 関係 る、 理

る、 に向 える、な の き す。 

  児童生徒の気 に り えていない例  

     

    、 い 学級担任のと に ってきた生徒  

   ように い した。 

 
    生徒 あっ、あの、 生、 の に きる し う 。 
   

   担任  
     

    生徒 も…。 

 
   担任 もし、 ても、 た れ いい よ。 
     

    生徒 …。 

            

   

別の 談や け等の中で になる があった 合は、一人で抱え ま 、 理職や学

主任、教育相談コーディネーター等に報 相談し、学校組織全体での支援につな るようにするこ

とが大切です。

前ページの例は、 

なぜ、生徒の気持ちに寄り添えていないのでしょうか？ 

、学級担任のと に ってきた の生徒 、 直 の な気 を の とを

よ て れている担任の 生なら って れると い、 の教員 な 担任に をした

ったの ない と えられ す。 
 

、 直 になっている生徒に し、 うと って  

 と をしたの し う 、 な とを してし ったため、  

 して も という 出たの と れ す。 
 

、気 な気 して しいと い、 もし、 ても、 た れ  

 いい よ。 と をしたの し う 、 って したいという い  

 す て になっているのに し、 を に れ、 したいのと な気  

 り って という 出たの と れ す。 

この に と なる 心配するな あなた けじ ないよ。

とに が れ。 などの も う に が 要です。

また、児童生徒の に寄り添えている けでな 、生徒が

理解を たり、 向 な 決定がで る どう を考えることで、

より発 的な となります。

 上の例 、生徒の の様子を ていた ら きる、学級担任らしい を

した とによって、生徒 な気 を する と きてい す。 して、 の

気 を め、 きる とを する とによって、 向きな を す と

とつな てい す。 

児童生徒の気 に り えている例  

 

   、 い 学級担任のと に ってきた生徒  

  ように い した。    
 

   生徒 あっ、あの、 生、 の に きる 

      し う 。 
   

   担任 教 に って したり、 の 生のと に 

      しに行ったりして、 ってきたよ 。 
    

   生徒 う 、あっ、 い 。 

      れ も、な 、 なっていう 、 な す。 
    

   担任 う 、 きる なって 、 な 。 

      の 、 めにお に って、 るようにすると、 

      、 ってきた 出ると うよ。 
    

   生徒 い、 るようにして、 一 り す。 
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    人間関係づくり編 

☆ 桜咲タイムの流れ 

① はじまり 

 毎回「挨拶をする」「う 

なずきながら聴く」「説明 

をよく聴く」など、活動の 

ルールを確認します。 

 「今日は特に話をする友 

達の顔をしっかり見て聴く 

ことを頑張りましょう」など、クラスの実態に応じてねらいを絞って取り組むこともあります。 

桜ヶ丘中校区４小学校（面影小、米里小、 

津ノ井小、若葉台小）における実践 

② 活動 

 しっかり考える、理由をつけて話す、聴 

き合う、相手の顔を見る、どちらかを選ぶ 

など、子どもたちは楽しみながらねらいを 

達成していきます。「話す・聴く」が安心 

してできる関係性が築かれています。 

③ ふりかえり 

 活動の内容だけではなく、 

「うなずきながら聴けた」等 

対話的な学習スキルに関する 

感想を求めます。ふりかえり 

用紙に書く学級もあります。 

☆ 共通実践していること 

・アレンジしたり特別なルールをつくったりせず、みんなが同じ 

 ことを同じ時にすることを心がけています。 

・形骸化することなく続けていくために、教員も児童も負担なく 

 取り組みやすい活動になるようにしています。 
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